
無
接道
敷地

の解消
に向けた具体策の手引き

目黒区

重
要

無接
道敷地解消に向けた

わが家の記録

目黒区

記入日 年 月 日

記入者

重
要

本書の取扱い方法
　本書はご自宅専用の無接道敷地の解消資料として利用されることが目的です。

　基本的な土地・建物の情報や無接道敷地解消に向けてこれからするべきことを整理

するため、必要事項を記入したり、関係資料を収集して同封し、関連する内容をまとめ

ていきます。

　ご自身で利用することに加え、無接道敷地の解消には時間がかかることも少なく

ないため、土地や建物の相続も考慮して作成しましょう。

　「私のおうちNOTE」 は、４つの章により構成されています。

　本書は、記入編の「私のおうちNOTE」と、解説編の「私のおうちBOOK」の二部に

分かれています。 同封のクリアファイルには土地・建物の権利関係書類をまとめて

保管し、無接道敷地の解消について検討する際にご活用ください。

記入編 解説編 クリアファイル

準備する準備する

あらためて、おうちの昔・今・これからを考えてみましょう

1

整理する整理する

おうちの基本情報や、あなたしか知らない情報を整理しましょう

2

共有する　共有する　

おうちについて、考えていることをご家族に伝えましょう

3

始める始める

無接道敷地の解消に向けて、できることから始めましょう

「すごろく」で解消のイメージを持ち、「チェックリスト」で現時点での認識とやるこ

とを整理しましょう

4

土地土地

建物建物
その他その他

おうちの現在・過去・未来
　　① おうちのいま

　　② おうちのこれまで

　　③ おうちのこれから

おうちと
向きあいましょう

1

3



おうちと向きあいましょう1

おうちの現在・過去・未来
　無接道敷地の解消を考える際に、ご自宅に関する自分自身の意向を整理することが 

必要です。　

　まずは、おうちのいま・これまで・これからについて考えていきましょう。

1 おうちのいま

　おうちのいまと向きあってみましょう。

 今、おうちで一緒に住んでいるのはどんな人たちですか

 おうちで一番お気に入りの場所（部屋）はどこですか

 おうちや敷地で気になるところはありますか

 おうちの周りにはどんなものがありますか

例：妻と子ども二人

例：雨漏り、敷地の入口が狭くて荷物が運びにくい

例：リビング、縁側

例：住宅、公園
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２ おうちのこれまで

　おうちのこれまでを振り返ってみましょう。

 おうちは、どなたが、いつ頃、建てた又は買いましたか

 あなたは、いつからおうちに住んでいますか

　 また、これまでどんな人達と住んでいましたか

 これまでおうちで手直しした箇所はありますか

 これまで、おうちの周りに何がありましたか

例：隣はお豆腐屋さんだった、家の前には水路があった

例：システムキッチンに変えた

例：○○　○○（義父）が50年ほど前に建てた

例：昭和○○年△月頃から

例：義父母、夫、息子、娘、犬、猫
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3 おうちのこれから

　おうちのこれからを考えてみましょう。

 ５年後に、おうちで一緒に住んでいるのはどんな人たちですか

 ５年後、おうちがどのようになっていたらいいと思いますか

 ５年後、住んでいるまちがどのようになっているといいと思いますか

 30年後、おうちにはどなたが住んでいると思いますか

例：妻

例：バスルームをバリアフリーにしたい

例：災害に強いまち、安全に子育てができるまち

例：子供が結婚して孫と一緒に住んでいる

1.基本の情報
　　① 必要な資料の確認

　　② 土地のこと

　　③ 建物のこと

2.あなたしか知らない情報
　　① あなたのおうちの事情

　　② おうちのまわりの事情

　　③ おうちに関係する人の事情

おうちの
2

“いま”を整理しましょう
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